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プラン全体にかかる目標指数

プランの体系図

指　　標 現状値 中間値 目標値
（H30）

「男は仕事、女は家庭がよい」
と考える市民の割合

14.9％
（H19） － 10.0％

社会全体で男女が平等であると
感じる市民の割合

19.9％
（H18）

25.0％
（H24） 35.0％

（1）すべての人の人権尊重と女性に対する暴力の根絶

（2）女性の生涯を通じての心と身体の健康づくり

（3）メディアにおける人権の尊重

（4）男女共同参画についての意識啓発

（5）幼児期から生涯にわたる教育・学習の充実

（1）政策や方針決定の場への女性の参画の促進

（2）女性のエンパワーメントへの支援

（1）ライフ・ワーク・バランス（仕事と生活の調和）の支援

（2）就業の場での男女共同参画の推進

（1）男女がともに家事、育児、介護できる環境づくり

（2）男女が高齢期を安心して暮らせる環境づくり

（3）地域社会での男女共同参画の推進

（4）多文化共生社会に対応した支援

（1）プランを推進する体制の整備

（2）可児市男女共同参画推進審議会の機能の充実

（3）プランの進捗状況の点検、評価、公開

（4）男女共同参画推進に関する拠点整備

（5）市、市民、事業者、市民団体、教育関係者の連携

　
❶ 人権の尊重と男女共
同参画のための意識
改革

❷ 政策や方針決定の
場での男女共同参画

❸ 男女が働きやすい
環境の整備

❹ 家庭と地域生活にお
ける男女共同参画

総合的な推進体制の整備

将来像 基本目標 基本課題・13項目

だ
れ
も
が
輝
く
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
・
可
児

4広報かに 2009.6.15 広報かに 2009.6.1

市
は
、
平
成
13
年
に
「
可
児
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
2
0
1
0
」
を
策
定
し
、
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
19
年
7
月
に
は『
可
児
市
だ
れ
も
が
輝
く
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
条
例
』

を
制
定
。
そ
し
て
、
条
例
に
基
づ
く
施
策
を
第
2
次
プ
ラ
ン
と
し
て
体
系
的
に
ま
と
め

た
「
可
児
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
2
0
1
8
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、『
可

児
市
だ
れ
も
が
輝
く
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
条
例
』
に
掲
げ
た
8
つ
の
基
本
理
念
に

基
づ
い
て
プ
ラ
ン
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
2
0
1
8
で
は
、
平
成
30
年
度
ま

で
に
達
成
す
べ
き
目
標
指
標
を
、
13
項
目
の

基
本
課
題
に
対
し
て
全
部
で
26
項
目
設
定
し

た
の
が
新
し
い
仕
組
み
で
す
。
こ
の
数
値
を

定
期
的
に
確
認
し
て
い
く
こ
と
で
、
プ
ラ
ン

の
着
実
な
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

　

男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
各
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
配
慮
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
や
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
男
女
間

の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
男
女
が
生
涯
を
通

じ
て
自
ら
の
性
と
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
主

体
的
に
管
理
し
、
生
き
方
を
自
己
決
定
で
き

る
よ
う
意
識
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

政
策
や
、
方
針
決
定
過
程
の
場
へ
女
性
の

参
画
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
市
の
す
べ
て
の

施
策
に
多
様
な
価
値
観
と
発
想
を
取
り
入
れ

る
と
と
も
に
、
事
業
者
や
団
体
な
ど
へ
の
働

き
掛
け
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
が
そ
の
持
て
る
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
、
人
材
育
成
な
ど
の
支
援

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
就
業
の
場
に
お
い
て
、
男
女

が
個
人
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
仕
事
と
家

庭
生
活
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
働
き
方
の
見

直
し
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
自
営
業

や
農
林
・
商
工

業
な
ど
に
お
い
て

も
、
男
女
が
と
も

に
担
い
手
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

生
涯
を
通
じ
て
地
域
の
中
で
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
女
性
、
男
性

が
と
も
に
責
任
を
持
っ
て
家
庭
、
地
域
活
動

を
担
う
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
参

画
で
き
る
よ
う
、
社
会
的
支
援
の
充
実
と
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
必
要
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
高
齢
者
や
外
国
人
な
ど

に
つ
い
て
も
、
自
立
し
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
な
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
可
児
市
を
は
じ
め
、
市
民
、
事
業
者
、

市
民
団
体
、教
育
関
係
者
が
互
い
に
連
携
し
、

協
力
し
合
い
な
が
ら
、
総
合
的
に
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

問
合
先　

総
合
政
策
課

6月23日㈫～29日㈪は
男女共同参画推進週間です

期間中は、市民の皆さんに男女共同参画に
ついて理解していただく活動を展開します。

女
ひと

と男
ひと

のかがやき講演会
　今年は、タレント・作家としてご活躍の遥洋子（は
るかようこ）さんをお招きし、『働く女は腕次第』と
題して講演会を開催します。
　「働くとは」「生きるとは」「自分らしさとは」テン
ポのある遥さんのお話から、考えるヒントがもらえま
す。ぜひ、お出掛けください。

期日　　　 6月27日（土）
時間　　　午後 1時30分～ 3時
場所　　　文化創造センター（下恵土）
対象者　　　　一般

定員　　　320人（先着順）
参加費　　　　無料

申込方法　　　　　住所、氏名、希望

枚数、　託児希望を、はがき
（〒509-0292　広見 1 - 1 ）、電話、ファクス
（5634406）、電子メール（sogoseisaku@city.
kani.lg.jp）のいずれかで総合政策課へお申し込み
ください。入場券を送ります。

申込開始日　　　　　　 6 月 5日（金）

女
ひと

と男
ひと

のかがやきパネル展
　男女共同参画に関するパネル展示を開催します。
　今回紹介した「可児市男女共同参画プラン2018」
の詳しい内容や、ドメスティック・バイオレンスに関
する展示をご覧いただけますので、お立ち寄りください。

期間　　　 6 月23日（火）～ 7月 7日（火）
場所　　　図書館本館（広見）

（注）

（注）エンパワーメント：グループ活動などの人との関わりの中で、本来自分が持っていた力（パワー）を発揮すること


